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Social welfare Thought and the Spirit OfHospitality in France
大津ゆり
orrsu Y面
Iu terms of social welfare thought, we have hitherto looked for Dodels in Britain,s
"from the cradle to the gravd' policy or in the advanced Social Security Systems of the
Scandinavian nations. Various welfare projects in France, some of which could be
tmced back to the Middle.rAges, have been so far little known to us.
Thus in this short essay, we would li-ke to spotlight social welhre activities in
France, examining in detail three exa-nples from modern times, in order to reconsider





















カ屁綱バClarendon Press,1989 2nd Edltio02では、
“hospitalitノ'の説明の冒頭に次のように記載されている。 “the act or practice of belng





























hospitlumは、Иl力′力¨ aγOXfOrd,Clarendon Press,1993)3によると、 「客を
厚遇すること、接待、家」とある。
語級員とさオ■るhospesは、
l He who entertains a stranger,a host[one who entertalns gratultously as a fnend:









































(1)■es Restaurants du CburM「心のレストラン」
著名なコメディアンであったコリュシュ トがオー トバイ事故で亡くなつたとき、彼の死
を悼み、多くの人がオー トバイでクラクシヨンを鳴らしながら、パリの街を走ったという。

































































































ら 1992年に初参加 し、スリランカとヘルツェゴビナヘ人道支援を行つた貫戸朋子医師 23
が指摘している。内部での差別も撤廃 し、真のホスピタリティ精神の具現化を実現するこ
とが望まれる。
(3)オスピス・ ドゥ 。ボーヌ (Hosplces de Beaune)
「′さのレストラン」も「国境なき医師団Jも、一般の人々の寄付によって運営されてい
るが、自ら生産したものを販売し、慈善病院の運営資金にしている例がフランスに存在す
る。1443年、フィリップ善良公 (Phllippe le Bon)の治世の時代に、ブルゴーニュ王国の
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護 した。






16世紀には、ガスコーニュ地方の中農家出身のヴァンサン・ ド・ポール (VIncent de
Pau1 1581 1660)32が、捨て子の救済や元ガリー船の受刑者を引き受ける施設を建設する
など、多くの社会事業 “を行つた。フランソフI世は、1532年にパリ救済事務所を創立、
1536年には捨て子を収容する「神の子救済院 (HOpital des Enfants)」、1545年には「ト











物を届ける事務所、老人を看護する養老院 (Hospice des Peties Malsom)、「神の子救
済院」、捨て子・貧困家庭の子弟に職業ヨ1練を行う「トリニテ救済院」で構成されていた
が、さらに障害児教育にも大きな進展があつた。1775年には世界で最初の聾学校が、ド・
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507年 オルレアンの宗教会議で司教に対して貧者 病人の救済に教会の収入の 10分の■を用いる
ように要請
567年 第2回トゥール宗教会議において各都市の貧者の救済、捨て子の里親斡旋を求める。
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